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地
声
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第
二
百
三
十
三
回
「
仮
想
通
貨
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

相
沢 

英
之 

  

私
は
、
か
ね
て
仮
想
通
貨
（
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
使
わ
れ
る
仮
想
通
貨
）
が
マ

ス
コ
ミ
に
採
り
上
げ
ら
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
こ
れ
は
今
後
さ
ら
に
拡
大
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
金
融
界
で
も
問
題
に
な
っ
て
来
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
の
で
、
今
の
う
ち
に
政
府
で
も
取
り

扱
い
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。
金
融
庁
方
面
に
も
意
向
を
述
べ
る
と
同
時
に
、
取
り
扱

う
と
し
た
ら
金
融
庁
が
妥
当
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
お
い
た
。 

 

仮
想
通
貨
は
果
た
し
て
し
ぼ
む
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
行
く
気
配
な
の
で
政
府
は
事
実
上
の

通
貨
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
と
し
、
事
実
上
の
通
貨
と
し
て
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
認
め
た
上
で
、
テ
ロ

や
犯
罪
組
織
に
よ
る
悪
用
の
防
止
や
、
問
題
業
者
の
排
除
を
図
る
た
め
に
来
春
に
も
法
律
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

今
月
五
日
の
各
紙
に
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
日
経
、
朝
日
、
読
売
」
の
三
紙
の
記

事
を
転
載
す
る
こ
と
に
し
た
。 

  

『
日
経
新
聞
』 

「
仮
想
通
貨
の
透
明
性
向
上 

法
案
閣
議
決
定
」
、
「
貨
幣
」
と
認
め
る 
破
綻
時
や
テ
ロ
対
策
が
課
題   

政
府
は
４
日
、
仮
想
通
貨
取
引
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
法
規
制
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
な
ど
の
仮
想
通
貨
は
「
貨
幣
の
機
能
」
を
持
つ
と
し
て
、
公
的
な
決
済
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
位
置
づ

け
た
。
取
引
所
に
は
外
部
監
査
や
最
低
資
本
金
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
保
護
も
図
る
。
た
だ

破
綻
時
の
対
応
や
テ
ロ
資
金
対
策
な
ど
依
然
と
し
て
課
題
も
残
る
。 

 

政
府
は
今
通
常
国
会
で
資
金
決
済
法
を
改
正
す
る
方
針
だ
。
現
在
は
仮
想
通
貨
を
カ
バ
ー
す
る
法
律
は

な
く
、
単
な
る
「
モ
ノ
」
と
し
か
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

２
０
１
４
年
に
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
取
引
所
「
マ
ウ
ン
ト
ゴ
ッ
ク
ス
」
が
経
営
破
綻
し
、
一
時
は
安
全
性

な
ど
に
懸
念
が
高
ま
っ
た
が
、
取
引
量
は
再
び
増
え
て
い
る
。
日
本
に
は
現
在
、
７
社
の
取
引
所
が
あ
り
、

約
５
万
人
が
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
利
用
す
る
と
さ
れ
る
。
取
引
量
は
１
日
あ
た
り
約
６
億
円
で
、
直
近
３
カ

月
で
は
３
倍
に
増
え
た
。 

国
内
で
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
決
済
で
き
る
店
舗
も
千
店
を
突
破
し
た
。
飲
食
店
だ
け
で
な
く
、
歯
医
者
や

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
に
も
広
が
っ
て
い
る
。 

仮
想
通
貨
は
急
速
に
普
及
し
て
お
り
、
取
引
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
な
ど
が
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
消
費
者
保
護
な
ど
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
金
融
庁
も
一
定
の
規
制
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
。 

マ
ウ
ン
ト
ゴ
ッ
ク
ス
の
例
で
は
破
産
手
続
き
時
に
顧
客
か
ら
預
か
っ
て
い
た
８
２
億
円
が
消
滅
し
た
。

中
小
企
業
の
運
営
が
多
い
取
引
所
に
破
綻
に
備
え
た
資
金
を
積
ま
せ
る
ル
ー
ル
は
な
く
、
預
金
保
険
法
で

資
産
が
守
ら
れ
る
銀
行
な
ど
と
は
違
う
。 

金
融
庁
幹
部
は
「
今
は
外
部
監
査
や
顧
客
と
自
己
資
産
を
わ
け
る
『
分
別
管
理
』
を
導
入
し
て
い
る
取

引
所
は
一
部
し
か
な
い
」
と
明
か
す
。
実
際
、
昨
年
に
仮
想
通
貨
の
取
引
が
突
然
停
止
し
た
取
引
所
も
あ
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っ
た
。 

今
回
は
取
引
所
を
金
融
庁
の
監
視
下
に
置
き
、
外
部
の
公
認
会
計
士
に
よ
る
監
査
や
１
０
０
０
万
円
以

上
の
最
低
資
本
金
を
導
入
す
る
方
向
。
毎
年
の
財
務
報
告
書
も
必
要
と
な
り
、
経
営
余
力
が
な
い
取
引
所

は
自
然
と
淘
汰
さ
れ
る
。
顧
客
と
自
己
資
産
を
わ
け
る
「
分
別
管
理
」
も
義
務
づ
け
る
。
利
用
者
に
手
数

料
や
契
約
内
容
の
情
報
開
示
も
課
す
。 

 

利
用
者
保
護
に
関
す
る
最
低
限
の
ル
ー
ル
が
で
き
る
が
、
依
然
と
し
て
安
全
性
に
は
課
題
が
あ
る
。
金

融
法
制
に
詳
し
い
遠
藤
元
一
弁
護
士
は
「
仮
想
通
貨
は
価
格
の
変
動
が
激
し
く
、
投
機
性
が
強
い
。
財
政

基
盤
が
弱
い
取
引
所
が
多
く
、
仮
に
破
綻
し
た
場
合
は
債
権
者
の
資
産
を
保
護
す
る
の
は
難
し
い
」
と
話

す
。 

 

麻
生
太
郎
金
融
相
は
４
日
の
閣
議
後
会
見
で
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
「
テ
ロ
資
金
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と

の
指
摘
も
あ
る
」
と
言
及
。
匿
名
性
が
強
い
仮
想
通
貨
は
テ
ロ
資
金
流
用
へ
の
疑
念
が
な
お
晴
れ
な
い
。

仮
想
通
貨
は
金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
融
合
し
た
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
の
発
展
で
新
し
い
利
用
手
段

が
注
目
さ
れ
る
が
、
依
然
と
し
て
本
物
の
通
貨
に
比
べ
て
課
題
が
多
い
。 

 

『
朝
日
新
聞
』 

 

政
府
は
４
日
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
仮
想
通
貨
を
扱
う
交
換
業
者
を
規
制
す
る
資
金
決
済
法
の
改
正

案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
仮
想
通
貨
へ
の
法
規
制
は
初
め
て
。
規
制
に
あ
た
っ
て
、
仮
想
通
貨
を
、
通
貨

（
お
金
）
で
は
な
く
「
財
産
的
価
値
」
と
位
置
づ
け
、
電
子
的
な
決
済
手
段
の
う
ち
、
既
存
の
法
律
で
規

制
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
仮
想
通
貨
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。 

 

先
払
い
の
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
は
資
金
決
済
法
、
後
払
い
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
は
割
賦
販
売
法
で

す
で
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
買
い
物
で
も
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
ル
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
コ
イ
ン
な
ど
、

特
定
の
範
囲
内
で
し
か
流
通
し
な
い
も
の
も
仮
想
通
貨
に
含
め
な
い
。 

  

改
正
案
で
は
、
仮
想
通
貨
の
位
置
づ
け
を
定
め
た
う
え
で
、
仮
想
通
貨
と
現
金
を
交
換
す
る
業
者
を
登

録
制
と
し
、
金
融
庁
が
監
督
す
る
。
利
用
者
が
口
座
を
開
設
す
る
際
は
本
人
確
認
書
類
の
提
出
な
ど
が
必

要
に
な
る
ほ
か
、
２
年
前
に
起
き
た
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
取
引
所
「
マ
ウ
ン
ト
・
ゴ
ッ
ク
ス
」
の
経
営
破
綻
（
は

た
ん
）
を
踏
ま
え
、
業
者
に
よ
る
着
服
を
防
ぐ
た
め
、
利
用
者
と
業
者
の
仮
想
通
貨
を
別
々
に
管
理
す
る

こ
と
も
求
め
る
。 

 

仮
想
通
貨
は
形
熊
や
規
模
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
専
門
家
の
間
で
も
法
的
な
位
置
づ
け
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
国
際
的
な
テ
ロ
資
金
の
移
動
に
使
わ
れ
て
い
る
と
の
見
方
が
あ
り
、
テ
ロ
対
策
が
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
る
と
み
ら
れ
る
５
月
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
前
に
、
法
規
制
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。 

 

仮
想
通
貨
が
「
お
金
で
は
な
い
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
今
後
は
民
法
な
ど
他
の
法
律
で
ど
う

違
う
か
が
課
題
に
な
る
。
金
融
庁
に
よ
る
と
、
現
行
の
法
制
度
で
は
、
仮
想
通
貨
の
持
ち
主
に
は
所
有
権

が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
例
え
ば
業
者
が
破
産
し
た
際
に
、
仮
想
通
貨
は
業
者
の
財
産
と
し
て
扱
わ
れ
、

使
用
者
に
戻
っ
て
こ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。 

 

政
府
は
、
地
銀
同
士
が
経
営
統
合
し
や
す
い
よ
う
持
ち
株
会
社
に
業
務
を
集
約
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
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Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
に
対
応
す
る
た
め
に
銀
行
が
Ｉ
Ｔ
企
業
な

ど
を
買
収
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
銀
行
法
な
ど
の
改
正
案
も
ま
と
め
て
提
出
し
た
。 

  

『
読
売
新
聞
』 

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
実
質
「
通
貨
」 

法
案
決
定 

問
題
業
者
は
行
政
処
分 

政
府
は
４
日
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
使
わ
れ
て
い
る
仮
想
通
貨
を
規
制
す
る
関

連
法
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
た
。 

 

事
実
上
の
通
貨
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
認
め
た
う
え
で
、
テ
ロ
・
犯
罪
組
織
に
よ
る
悪
用
の
防

止
や
、
問
題
業
者
の
排
除
に
よ
り
利
用
者
保
護
を
図
る
。 

 

各
国
で
も
規
制
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
麻
生
金
融
相
は
４
日
の
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、
５
月
の
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
の
法
案
成
立
を
目
指
す
考
え
を
示
し
た
。
早
け
れ
ば
来
年
春
に
も
施
行
さ
れ
る
。 

資
金
決
済
法
や
銀
行
法
な
ど
を
改
正
す
る
。
現
金
と
仮
想
通
貨
の
交
換
や
売
買
を
行
う
交
換
所
（
取
引

所
）
に
登
録
制
を
導
入
し
、
利
用
者
の
本
人
確
認
や
取
引
記
録
の
保
存
、
不
審
取
引
の
通
報
な
ど
の
義
務

を
課
す
。 

 

交
換
所
の
運
営
業
者
に
は
、
客
か
ら
預
か
っ
た
資
産
と
会
社
資
産
を
分
別
し
て
管
理
す
る
な
ど
、
顧
客
保

護
の
取
り
組
み
も
義
務
化
す
る
。
金
融
庁
に
は
、
業
者
を
検
査
し
、
業
務
改
善
命
令
な
ど
の
行
政
処
分
を

行
う
権
限
を
与
え
る
。 

 

仮
想
通
貨
は
、「
貨
幣
」
や
「
紙
幣
」
な
ど
法
的
に
定
め
た
「
通
貨
」
に
は
あ
た
ら
な
い
と
定
義
し
、
不

特
定
多
数
が
売
買
し
た
り
支
払
い
手
段
と
し
て
利
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
事
実
上
の
通
貨
と
し
て
の
機
能

を
持
っ
て
い
る
も
の
と
定
め
た
。 

 

電
子
マ
ネ
ー
や
地
域
通
貨
は
、
不
特
定
多
数
が
自
由
に
売
買
で
き
な
い
た
め
、
仮
想
通
貨
に
は
あ
た
ら

な
い
。 

 

仮
想
通
貨
は
、
海
外
送
金
手
数
料
の
安
さ
な
ど
が
支
持
さ
れ
て
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
だ
が
、
金
融

庁
な
ど
が
厳
し
く
監
督
し
て
き
た
既
存
の
金
融
機
関
を
通
さ
ず
使
え
る
た
め
、
テ
ロ
組
織
な
ど
が
犯
罪
な

ど
に
悪
用
し
て
も
、
捜
査
当
局
が
資
金
の
流
れ
を
追
っ
て
摘
発
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。 


